
年間授業計画　様式例

高等学校 令和5年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

現代世界の地域的特色と日本と世界の歴史を理解し情報を効果的に調べてまとめられる。

○ ○ ○ 4

1

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

歴史総合

【 知　識　及　び　技　能 】

・教科書に掲載されている資史料を活用し、資史料から読み
取り歴史を表現することを習慣化させていく。
・一人１台端末において、OneNoteやFTeamsを活用し、円滑な
情報共有を行う。また、Formsで作成した練習問題を配布する
ことで、生徒が主体的に学びに向かい、基本的な知識を定着
させることが出るようにする。

1

近代化と現代的な諸課題
【知識及び技能】地図や統計、絵画、文書など様々な資料を活
用して、環境汚染や環境保全への試みといった現代的な諸課題
の形成に関わる近代化の歴史について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】事象の背景や原因、結果や影響
などに着目し複数の事象を比較したり、相互に関連づけたりす
るなどして、「開発・保全」「対立・協調」「自由・制限」に
ついて考察し表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】よりよい社会の実現を視野に、
自身との関わりをふまえて「近代化と私たち」の学習を振り返
るとともに、次の学習へのつながりや課題を見いだそうとする
姿勢を育む。

（5組：田中　　） （6組：神谷　　）

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実
現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養うと
ともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日
本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の
文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 歴史総合

（1組：田中　　） （2組：田中　　） （3組：神谷　　） （4組：神谷　　）

地理歴史 歴史総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
知識：近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とその
なかの日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の形成
に関わる近現代の歴史を理解する。
技能：諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身につけるようにする。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、
時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなど
に着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察した
り、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想した
りする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それ
らを基に議論したりする力を養う。

『現代の歴史総合　みる・読みとく・考える』山川出版

地理歴史

地理や歴史に関わる事象等を多面的・多角的に考察し課題を解決に向けて構想したり議論したりできる。

地理や歴史に関わる事象について社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようと学びを調整できる。

○ 3

第1章 結びつく世界と日本の開国
【知識及び技能】資史料から18世紀の世界市場の形成によっ
て、アジア諸国の社会や経済の仕組みおよび欧米諸国との関係
がどのように変化していったのかを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】資史料から18世紀における世界
市場がどのように形成されたのかについて考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】18世紀の世界市場の形成に関す
る知識・技能の習得や史資料を基に考え表現することに向け、
主体的に学びを調整できるよう指導する。

第2章 国民国家と明治維新
【知識及び技能】資史料から立憲体制と国民国家の形成や帝国
主義政策にさらされたアジア諸国の変容について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】資史料から18世紀後半から20世
紀序盤までの政治変革や国民国家、帝国主義政策の特徴につい
て考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】18世紀後半から20世紀序盤まで
の立憲体制と国民国家の形成や帝国主義政策に関する知識・技
能の習得や史資料を基に考え表現することに向け、主体的に学
びを調整できるよう指導する。

○

【知識及び技能】地図や統計、絵画、文書など様々な資料を活用して、環境汚染
や環境保全への試みといった現代的な諸課題の形成に関わる近代化の歴史につい
て理解している。
【思考力、判断力、表現力等】事象の背景や原因、結果や影響などに着目し複数
の事象を比較したり、相互に関連づけたりするなどして、「開発・保全」「対
立・協調」「自由・制限」について考察し表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】よりよい社会の実現を視野に、 自身との関わり
をふまえて「近代化と私たち」の学習を振り返るとともに、次の学習へのつなが
りや課題を見いだそうとする姿勢がみられる。

○ ○ ○
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【知識及び技能】資史料から18世紀の世界市場の形成によって、アジア諸国の社
会や経済の仕組みおよび欧米諸国との関係がどのように変化していったのかを理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】資史料から18世紀における世界市場がどのように
形成されたのかについて考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】18世紀の世界市場の形成に関する知識・技能の習
得や史資料を基に考え表現することに向け、主体的に学びを調整できる。

・教科書に掲載されている資史料を活用し、資史料から読み
取り歴史を表現することを習慣化させていく。
・一人１台端末において、OneNoteやFTeamsを活用し、円滑な
情報共有を行う。また、Formsで作成した練習問題を配布する
ことで、生徒が主体的に学びに向かい、基本的な知識を定着
させることが出るようにする。

【知識及び技能】資史料から立憲体制と国民国家の形成や帝国主義政策にさらさ
れたアジア諸国の変容について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】資史料から18世紀後半から20世紀序盤までの政治
変革や国民国家、帝国主義政策の特徴について考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】18世紀後半から20世紀序盤までの立憲体制と国民
国家の形成や帝国主義政策に関する知識・技能の習得や史資料を基に考え表現す
ることに向け、主体的に学びを調整できる。 ○ ○

定期考査

○ ○

・教科書に掲載されている資史料を活用し、資史料から読み
取り歴史を表現することを習慣化させていく。
・一人１台端末において、OneNoteやFTeamsを活用し、円滑な
情報共有を行う。また、Formsで作成した練習問題を配布する
ことで、生徒が主体的に学びに向かい、基本的な知識を定着
させることが出るようにする。

１
学
期

第Ⅰ部　近代化と私たち
【知識及び技能】地図や統計、絵画、文書など様々な資料か
ら、情報を読みとったりまとめたりする技能を身につけさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】近代化にともなう生活や社会の
変容について考察し、自分自身の問いを表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】身近な題材に対して自身で「問
い」を立て、歴史との関連を追究しようとする姿勢を育む。

・教科書に掲載されている資史料を活用し、資史料から読み
取り歴史を表現することを習慣化させていく。
・一人１台端末において、OneNoteやFTeamsを活用し、円滑な
情報共有を行う。また、Formsで作成した練習問題を配布する
ことで、生徒が主体的に学びに向かい、基本的な知識を定着
させることが出るようにする。

【知識及び技能】地図や統計、絵画、文書など様々な資料から、情報を読みとっ
たりまとめたりする技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】近代化にともなう生活や社会の変容について考察
し、自分自身の問いを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】身近な題材に対して自身で「問い」を立て、歴史
との関連を追究しようとする姿勢がみられる。

○ ○



現代的な諸課題の形成と展望
【知識及び技能】諸資料から問いを立てることができること
や、経緯や背景、共通点や相違点、担い手といった視点から整
理することが有効であることを理解させる。身近な課題を考察
するうえで歴史的な見方や考え方を活用することが、現在の課
題解決や私たちの将来を構想するうえで大切であることを理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】事象の背景や原因、結果や影響
などに着目して、日本とその他の国や地域の動向を比較し相互
に関連づけたり、現代的な諸課題を展望したりするなどして、
主題について考察、構想し、表現させる。資料に対し、その時
代や資料を記録したものの立場などを文脈に応じて分析し、資
料の意義を考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】自身で問いを立て、分析の方法
や視点を設定し、その答えを追究しようとする姿勢を養う。分
析や考察の結果を他者と共有したり、比較したりして、自身の
考えをより良いものに改善しようとする姿勢を育てる。
・より良い社会の実現を視野に歴史的な見方・考え方をいかそ
うとする姿勢を育む。

・教科書に掲載されている資史料を活用し、資史料から読み
取り歴史を表現することを習慣化させていく。
・一人１台端末において、OneNoteやFTeamsを活用し、円滑な
情報共有を行う。また、Formsで作成した練習問題を配布する
ことで、生徒が主体的に学びに向かい、基本的な知識を定着
させることが出るようにする。

【知識及び技能】諸資料から問いを立てることができることや、経緯や背景、共
通点や相違点、担い手といった視点から整理することが有効であることを理解し
ている。身近な課題を考察するうえで歴史的な見方や考え方を活用することが、
現在の課題解決や私たちの将来を構想するうえで大切であることを理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】事象の背景や原因、結果や影響などに着目して、
日本とその他の国や地域の動向を比較し相互に関連づけたり、現代的な諸課題を
展望したりするなどして、主題について考察、構想し、表現させる。資料に対
し、その時代や資料を記録したものの立場などを文脈に応じて分析し、資料の意
義を考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】自身で問いを立て、分析の方法や視点を設定し、
その答えを追究しようとしている。分析や考察の結果を他者と共有したり、比較
したりして、自身の考えをより良いものに改善しようとする姿勢がみられる。。
・より良い社会の実現を視野に歴史的な見方・考え方をいかそうとする姿勢がみ
られる。。

○ ○ ○ 1
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70

合計

定期考査 .

○ ○

1

３
学
期

第Ⅲ部　グローバル化と私たち
【知識及び技能】地図や統計、絵画、文書など様々な資料か
ら、情報を読みとったりまとめたりする技能を身につけさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】グローバル化にともなう生活や
社会の変容について考察し、自分自身の問いを表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】グローバル化にともなう生活や
社会の変化について、自身が抱いた興味・関心や疑問、追究し
てみたいことなどを見出して、見通しをもって学習に取り組も
うとする姿勢を育む。

・教科書に掲載されている資史料を活用し、資史料から読み
取り歴史を表現することを習慣化させていく。
・一人１台端末において、OneNoteやFTeamsを活用し、円滑な
情報共有を行う。また、Formsで作成した練習問題を配布する
ことで、生徒が主体的に学びに向かい、基本的な知識を定着
させることが出るようにする。

【知識及び技能】地図や統計、絵画、文書など様々な資料から、情報を読みとっ
たりまとめたりする技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】グローバル化にともなう生活や社会の変容につい
て考察し、自分自身の問いを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】グローバル化にともなう生活や社会の変化につい
て、自身が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出して、見通
しをもって学習に取り組もうとする姿勢がみられる。 ○ ○ ○ 1

第５章　冷戦と世界経済
【知識及び技能】資史料から1950年代からおおむね60年代まで
の東西冷戦期におけるグローバル化の始まりについて理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】資史料からアジア・アフリカに
おける脱植民地化と第三世界の形成、東側陣営と西側陣営の対
立と共存、核兵器をめぐる国際的な緊張と緩和の模索、新たな
地域連携の動き、計画経済が世界に与えた影響、そしてアジア
の中の日本の経済的な位置づけなどについて考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】1950年代からおおむね60年代ま
での東西冷戦期におけるグローバル化の始まりに関する知識・
技能の習得や史資料を基に考え表現することに向け、主体的に
学びを調整できるよう指導する。

・教科書に掲載されている資史料を活用し、資史料から読み
取り歴史を表現することを習慣化させていく。
・一人１台端末において、OneNoteやFTeamsを活用し、円滑な
情報共有を行う。また、Formsで作成した練習問題を配布する
ことで、生徒が主体的に学びに向かい、基本的な知識を定着
させることが出るようにする。

【知識及び技能】資史料から1950年代からおおむね60年代までの東西冷戦期にお
けるグローバル化の始まりについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】資史料からアジア・アフリカにおける脱植民地化
と第三世界の形成、東側陣営と西側陣営の対立と共存、核兵器をめぐる国際的な
緊張と緩和の模索、新たな地域連携の動き、計画経済が世界に与えた影響、そし
てアジアの中の日本の経済的な位置づけなどについて考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】1950年代からおおむね60年代までの東西冷戦期に
おけるグローバル化の始まりに関する知識・技能の習得や史資料を基に考え表現
することに向け、主体的に学びを調整できる。

○ ○ ○ 7

第６章　世界秩序の変容と日本
【知識及び技能】資史料から1970年代から現在までの日本と世
界の歴史について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】資史料から現代世界が抱える諸
課題について考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】1970年代から現在までの日本と
世界の歴史に関する知識・技能の習得や史資料を基に考え表現
することに向け、主体的に学びを調整できるよう指導する。

・教科書に掲載されている資史料を活用し、資史料から読み
取り歴史を表現することを習慣化させていく。
・一人１台端末において、OneNoteやFTeamsを活用し、円滑な
情報共有を行う。また、Formsで作成した練習問題を配布する
ことで、生徒が主体的に学びに向かい、基本的な知識を定着
させることが出るようにする。

【知識及び技能】資史料から1970年代から現在までの日本と世界の歴史について
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】資史料から現代世界が抱える諸課題について考察
できる。
【学びに向かう力、人間性等】1970年代から現在までの日本と世界の歴史に関す
る知識・技能の習得や史資料を基に考え表現することに向け、主体的に学びを調
整できる。 ○ ○ ○ 10

○ 9

国際秩序の変化や大衆化と現代的な諸課題
【知識及び技能】地図や統計、絵画、文書など様々な資料を活
用して、日本とインドの鉄道や日本における鉄道政策をめぐる
対立といった現代的な諸課題の形成に関わる大衆化の歴史につ
いて理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】事象の背景や原因、結果や影響
などに着目して、複数の事象を比較したり、相互に関連づけた
りするなどして、「対立・協調」「統合・分化」「平等・格
差」について考察し、表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】よりよい社会の実現を視野に
自身との関わりをふまえ「国際秩序の変化や大衆化と私たち」
の学習を振り返り、次の学習へのつながりや課題を見出そうと
する姿勢を育む。

・教科書に掲載されている資史料を活用し、資史料から読み
取り歴史を表現することを習慣化させていく。
・一人１台端末において、OneNoteやFTeamsを活用し、円滑な
情報共有を行う。また、Formsで作成した練習問題を配布する
ことで、生徒が主体的に学びに向かい、基本的な知識を定着
させることが出るようにする。

【知識及び技能】地図や統計、絵画、文書など様々な資料を活用して、日本とイ
ンドの鉄道や日本における鉄道政策をめぐる対立といった現代的な諸課題の形成
に関わる大衆化の歴史について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】事象の背景や原因、結果や影響などに着目して、
複数の事象を比較したり、相互に関連づけたりするなどして、「対立・協調」
「統合・分化」「平等・格差」について考察し、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】よりよい社会の実現を視野に 自身との関わりを
ふまえ「国際秩序の変化や大衆化と私たち」の学習を振り返り、次の学習へのつ
ながりや課題を見出そうとする姿勢がみられる。

○ ○ ○ 1

○ 7

第Ⅱ部　国際秩序の変化や大衆化と私たち
【知識及び技能】地図や統計、絵画、文書など様々な資料か
ら、情報を読みとったりまとめたりする技能を身につけさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】大衆化にともなう生活や社会の
変容について考察し、自分自身の問いを表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】大衆化にともなう生活や社会の
変化について、自身が抱いた興味・関心や疑問、追究してみた
いことなどを見出して、見通しをもって学習に取り組もうとす
る姿勢を育む。

・教科書に掲載されている資史料を活用し、資史料から読み
取り歴史を表現することを習慣化させていく。
・一人１台端末において、OneNoteやFTeamsを活用し、円滑な
情報共有を行う。また、Formsで作成した練習問題を配布する
ことで、生徒が主体的に学びに向かい、基本的な知識を定着
させることが出るようにする。

【知識及び技能】地図や統計、絵画、文書など様々な資料から、情報を読みとっ
たりまとめたりする技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】大衆化にともなう生活や社会の変容について考察
し、自分自身の問いを表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】大衆化にともなう生活や社会の変化について、自
身が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出して、見通しを
もって学習に取り組もうとする姿勢がみられる。 ○ ○ ○ 1

第３章　総力戦と社会運動
【知識及び技能】資史料から総力戦が人々の生活や社会の在り
方を変化させたことを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】資史料から総力戦が人々の生活
や社会の在り方に与えた影響を考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】総力戦が人々の生活や社会の在
り方を変化させたことに関する知識・技能の習得や史資料を基
に考え表現することに向け、主体的に学びを調整できるよう指
導する。

・教科書に掲載されている資史料を活用し、資史料から読み
取り歴史を表現することを習慣化させていく。
・一人１台端末において、OneNoteやFTeamsを活用し、円滑な
情報共有を行う。また、Formsで作成した練習問題を配布する
ことで、生徒が主体的に学びに向かい、基本的な知識を定着
させることが出るようにする。

【知識及び技能】資史料から総力戦が人々の生活や社会の在り方を変化させたこ
とを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】資史料から総力戦が人々の生活や社会の在り方に
与えた影響を考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】総力戦が人々の生活や社会の在り方を変化させた
ことに関する知識・技能の習得や史資料を基に考え表現することに向け、主体的
に学びを調整できる。 ○ ○

２
学
期

第４章　経済危機と第二次世界大戦
【知識及び技能】資史料から第二次世界大戦に向かう世界と戦
後の国際体制や冷戦の表面化並びにそのもとにおかれた日本を
含む東アジアの状況を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】資史料から、世界恐慌の背景と
影響および国際秩序や政治体制の変化、第二次世界大戦が及ぼ
した影響などについて考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】第二次世界大戦に向かう世界と
戦後の国際体制や冷戦の表面化並びにそのもとにおかれた日本
を含む東アジアの状況に関する知識・技能の習得や史資料を基
に考え表現することに向け、主体的に学びを調整できるよう指
導する。

・教科書に掲載されている資史料を活用し、資史料から読み
取り歴史を表現することを習慣化させていく。
・一人１台端末において、OneNoteやFTeamsを活用し、円滑な
情報共有を行う。また、Formsで作成した練習問題を配布する
ことで、生徒が主体的に学びに向かい、基本的な知識を定着
させることが出るようにする。

【知識及び技能】資史料から第二次世界大戦に向かう世界と戦後の国際体制や冷
戦の表面化並びにそのもとにおかれた日本を含む東アジアの状況を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】資史料から、世界恐慌の背景と影響および国際秩
序や政治体制の変化、第二次世界大戦が及ぼした影響などについて考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】第二次世界大戦に向かう世界と戦後の国際体制や
冷戦の表面化並びにそのもとにおかれた日本を含む東アジアの状況に関する知
識・技能の習得や史資料を基に考え表現することに向け、主体的に学びを調整で
きる。

○ ○

定期考査

○ ○


